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６月の主な活動
	３日	第28回女性集会

	７日	第８回四役会議
	 	第３回青年委員会

	10日	土曜相談会

	11日	第３回労働条件委員会

	12・13日
	 	全国一斉労働相談
	 	　　　キャンペーン

	17日	第３回地協代表者会議

	21日	第８回執行委員会

	23日	第３回政策委員会

	28日	第60回地方委員会

連合新潟　2017春季生活闘争　第６回集計結果（５月18日現在）
【賃金：定昇込み平均賃上げ方式　回答・妥結集計】

☆回答・妥結報告があった組合198組合（47,413名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2017額・率」と「2016額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率
計 119 34,510 4,787 1.88 3,874 1.68 4,830 1.86 3,727 1.58 -43 0.02 148 0.10

【一時金：回答・妥結集計】
☆回答・妥結報告があった組合は、年間45組合（16,826名）、夏季のみ38組合（8,772名）。
　額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通り。
１．年間回答妥結集計結果

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
額集計 23 7,281 1,301,203 1,217,256 1,301,025 1,222,870 178 -5,615

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
月数集計 29 14,142 4.31 4.37 4.29 4.40 0.02 -0.03

２．夏季のみ回答妥結集計結果� ※年間回答妥結なし

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
額集計 25 5,557 518,495 411,866 512,995 408,708 5,500 3,158

集計組合 2017 2016実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
月数集計 26 6,121 1.94 1.80 1.93 1.78 0.01 0.02

連
合
新
潟
も
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

女
性
の
た
め
の

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

～
職
場
の
モ
ヤ
モ
ヤ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
～

新
潟
労
働
局
へ
の
要
請
行
動

男女ともに活躍できる
職場環境をめざして

第28回女性集会

クラシノソコアゲ応援団！
ＲＥＮＧＯキャンペーン

新潟駅前で街頭行動

　

六
月
三
日
、
新
潟
駅
ま
え
オ

フ
ィ
ス
に
て
、
連
合
新
潟
女
性

委
員
会
は
「
第
二
八
回
女
性
集

会
」
を
開
催
し
、
構
成
組
織
・

地
協
よ
り
八
八
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
連
合
新
潟

女
性
委
員
会
・
倉
田
委
員
長
よ

り
「
今
年
は
『
女
性
が
活
躍
で

き
る
社
会
を
目
指
し
て
』
を
テ

ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
も
女
性
の
働
き
方
だ
け

で
は
な
く
男
性
の
働
き
方
も
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
来
賓
と
し
て
衆
議
院
議
員

の
西
村
ち
な
み
さ
ん
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
連
合
本
部
よ
り

総
合
男
女
平
等
局
・
松
野
部
長

よ
り
「
私
た
ち
の
働
き
方
を
見

つ
め
直
そ
う
」
と
題
し
、
今
な

ぜ
女
性
活
躍
が
必
要
な
の
か
、

私
た
ち
の
取
り
巻
く
現
状
、
連

合
が
め
ざ
す
男
女
平
等
参
画
な

ど
に
つ
い
て
講
演
を
う
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
「
育
休
を
取
り
た
く
て

も
代
わ
り
に
働
く
人
が
い
な
く

取
り
に
く
い
」「
ま
だ
ま
だ
職

場
で
は
、
男
性
優
先
の
風
潮
が

あ
る
」
な
ど
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

連
合
は
、
男
女
と
も
に
活
躍

で
き
る
職
場
を
め
ざ
し
、「
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

六
月
三
日
、
連
合
新
潟
は
、

新
潟
駅
前
に
て
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ

ア
ゲ
応
援
団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
呼
応
し
、
六
月

一
二
～
一
三
日
で
行
わ
る
全
国

一
斉
労
働
相
談
の
周
知
街
宣
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
の
相
談
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
テ
ー
マ
は
、
女

性
労
働
相
談
と
題
し
「
職
場
の

モ
ヤ
モ
ヤ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
実
施
し
ま

す
。
街
宣
で
は
、「
職
場
で
セ

ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
受
け
て
い
ま
せ
ん

か
？
」「
長
時
間
労
働
で
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
」「
育
休
を

取
得
し
た
い
と
言
っ
た
ら
明
日

か
ら
来
な
く
て
い
い
と
言
わ
れ

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
な

ど
職
場
の
問
題
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
労

働
相
談
は
一
九
時
ま
で
、
通
常

は
平
日
九
時
～
一
七
時
お
よ
び

毎
月
第
二
土
曜
一
〇
時
～
一
七

時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

六
月
六
日
、
連
合
新
潟
の
男

女
平
等
委
員
会
と
女
性
委
員
会

は
、
新
潟
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
へ
要
請
行
動
を
行
い
、

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

要
請
の
内
容
は
、
今
年
一
月

一
日
に
施
工
さ
れ
た
介
護
休
業

の
分
割
取
得
を
は
じ
め
と
す
る

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」

や
、
一
〇
月
一
日
に
法
改
正
が

行
わ
れ
る
予
定
の
、
保
育
所
に

入
れ
な
い
場
合
の
緊
急
的
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
育
児

休
業
期
間
の
再
延
長
、
ま
た
四

月
一
日
か
ら
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
に
お
け
る
「
く
る

み
ん
・
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
」

の
認
定
基
準
変
更
に
つ
い
て
な

ど
、
様
々
な
改
正
が
行
わ
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底

な
ど
全
八
項
目
で
す
。

　

意
見
交
換
で
は
各
委
員
か
ら
、

　

五
月
二
九
日
か
ら
の
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
に
先
立
ち
、
地
域
協
議

会
ご
と
に
主
要
箇
所
で
の
流
し

街
宣
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
付
近
で

の
停
止
街
宣
、
チ
ラ
シ
や
テ
ィ

ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
う
な
ど
、

「
長
時
間
労
働
の
是
正
」「
非

正
規
労
働
者
へ
の
処
遇
改
善
」

も
併
せ
て
県
下
全
域
で
周
知
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
、
六
月
一
二

日
・
一
三
日
に
、「
女
性
の
た

め
の
全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
相

談
員
に
は
女
性
委
員
会
か
ら
も

協
力
を
受
け
ま
し
た
。　

　

全
県
で
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
加

え
て
、
新
聞
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
の
広
告
で
周
知
を
強
化
し

た
こ
と
も
あ
り
、
二
日
間
で
多

く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、「
有

給
休
暇
を
取
ら
せ
て
も
ら
え
な

い
」「
育
児
休
業
が
取
り
づ
ら

い
」「
上
司
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
困
っ
て
い
る
」
な
ど
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

連
合
は
、
二
〇
〇
四
年
よ
り

六
月
を
「
男
女
平
等
月
間
」
と

定
め
、
連
動
し
た
取
り
組
み
と

し
て
「
男
女
平
等
」
を
テ
ー
マ

に
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
を

実
施
し
て
お
り
、
連
合
新
潟
で

も
そ
れ
に
呼
応
し
て
行
い
ま
す
。

連
合
新
潟
は
、
多
く
の
女
性
が

抱
え
る
職
場
で
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

解
消
す
る
た
め
に
今
後
も
取
り

組
み
ま
す
。

実
際
に
起
き
た
労
働
問
題
の
事

例
や
集
会
な
ど
で
組
合
員
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
を
具
体
的
に
挙

げ
、
要
請
内
容
の
実
現
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。

　

い
ま
、
労
働
の
男
女
平
等
参

画
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
労
働
局

と
意
見
交
換
を
行
い
、
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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土曜相談会 ７月は８日に開催

24%

76%
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お花見をした

お花見を
しなかった

講師の連合・総合男女平等局・井上総合局長

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル
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54-0
れんごうに
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先
月
、
娘
の
運
動
会
が

あ
り
ま
し
た
。
開
会
式
が

始
ま
り
、
ぱ
っ
と
全
校
生

徒
を
見
た
瞬
間
一
目
で
娘

を
発
見
！

い
き
な
り
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
娘
、
上
は
半
袖
の

体
操
着
で
下
が
長
ズ
ボ

ン
・
・
。
な
ん
で
短
パ
ン
履
い
て
な

い
の
？
履
き
忘
れ
た
の
？
娘
が
家
を

出
る
と
き
確
認
し
な
か
っ
た
・・（
涙
）

全
校
生
徒
で
娘
だ
け
・
・
。

　

私
だ
っ
た
ら
皆
と
違
う
格
好
を
し

て
い
た
ら
焦
る
と
こ
で
す
が
本
人
は

ま
っ
た
く
気
に
し
て
な
い
様
子
。
う

わ
ぁ
ぁ
～
と
な
っ
た
の
は
親
だ
け
か

も
で
す
が
、
急
い
で
家
に
短
パ
ン
を

取
り
に
行
き
ま
し
た
。
履
き
替
え
て

一
安
心
。
あ
ー
疲
れ
た
・
・
。�（
玉
）

５月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�５月のアンケートは「桜のシーズンみなさんは

お花見をしましたか？」でした。
　今年の桜のシーズンは、桜が咲いたと思ったら強風
や雨によりあっという間に散ってしまった印象があり
ます。そのことからお花見をしなかった方が多かった
のかなと思います。突然ですが、皆さん連合新潟の桜
があることご存知ですか？連合新潟結成10周年事業で、
やすらぎ堤にソメイヨシノとサトザクラを記念植樹し
ています。今年もきれいな桜が満開でした。連合新潟
の桜皆さんも探してみてください。ヒントは海に向か
って左側、桜の下に記念碑があります。
　６月のHPアンケートは「男女平等月間」の話題です。
投票をお待ちしています！

魚沼市議会議員選挙
６月の自治体選挙  連合新潟推薦予定候補者

高野 甲子雄
（たかの  かねお）

無所属（社民党）　現②　67歳

選挙日2017年６月25日
（定数20人）

男
女
平
等
社
会
の
現
状
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
開
催

働
き
方
改
革
実
行
計
画
で
今
後
は

第
三
回
労
働
条
件
委
員
会
を
開
催

　

五
月
一
〇
日
、
連
合
新
潟
は
、

六
月
の
男
女
平
等
月
間
を
見
据

え
、
構
成
組
織
・
地
域
協
議
会

の
取
り
組
み
推
進
の
た
め
、
勤

労
福
祉
会
館
に
て
男
女
平
等
研

修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
連
合
「
第

四
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計

画
」
を
踏
ま
え
、
男
女
平
等
社

会
の
推
進
に
向
け
、
各
構
成
組

織
・
単
組
・
地
域
協
議
会
と
と

　

六
月
一
一
日
、
新
発
田
市
に

て
第
三
回
労
働
条
件
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

二
〇
一
七
春
季
生
活
闘
争
の
取

り
組
み
状
況
と
太
陽
と
緑
の
休

日
調
査
に
つ
い
て
報
告
。
協
議

事
項
で
は
、
二
〇
一
七
春
季
生

活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
や
七
月

か
ら
始
ま
る
最
低
賃
金
審
議
会

に
関
わ
る
部
分
な
ど
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

委
員
会
終
了
後
、
政
府
で
示

さ
れ
た
「
働
き
方
改
革
実
行
計

画
」
を
受
け
て
今
後
ど
う
法
改

正
が
さ
れ
て
、
職
場
に
影
響
が

あ
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
「
働
き

方
改
革
を
中
心
と
し
た
法
改
正

情
報
」
と
題
し
、
新
潟
第
一
法

律
事
務
所
の
上
野
祐
弁
護
士
よ

り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
同

一
労
働
同
一
賃
金
と

非
正
規
雇
用
の
処
遇

改
善
」「
長
時
間
労

働
の
是
正
」「
子
育

て
・
介
護
と
仕
事
の

両
立
」
を
中
心
に
行

い
、
長
澤
運
輸
事
件

を
例
に
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
必
要
性
や

三
六
協
定
の
罰
則
規

定
な
ど
の
説
明
を
受

け
今
後
の
法
改
正
に

関
わ
る
部
分
を
学
習

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
法
改
正
の

学
習
や
労
使
交
渉
に

役
立
て
て
い
け
る
学

習
会
を
計
画
し
て
い

き
ま
す
。

と
も
に
女
性
役
員
の

選
出
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
連
合

本
部
よ
り
総
合
男
女

平
等
局
・
井
上
総
合

局
長
を
招
き
、「
男

女
平
等
社
会
に
お
け

る
現
状
と
『
男
女
平

等
月
間
』
を
見
据
え

て
の
課
題
と
取
り
組

み
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
そ
の
後
、
質

疑
・
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
構

成
組
織
の
事
務
局
長
、

書
記
長
、
男
女
平
等

担
当
者
、
地
域
協
議

会
の
事
務
局
長
、
連

合
新
潟
・
男
女
平
等

委
員
、
女
性
委
員
な

ど
二
三
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。


